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一致する要求で大同団結を
介介
護護
キキ
ャャ
ララ
ババ
ンン

のの
成成
功功
をを
�
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愛
労
連
は
、
第
二
一
回
定
期
大
会
を
名
古
屋
市
南

区
・
サ
ン
笠
寺
ホ
ー
ル
で
開
き
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
戦
争
法
反
対
や
愛
知
県
知
事
選
挙
な

ど
、国
民
・
県
民
の
共
同
が
か
つ
て
な
く
広
が
っ
て
い
る

こ
と
に
確
信
を
持
ち
、職
場
や
地
域
か
ら
、暮
ら
し
と

雇
用
を
守
り
・
憲
法
擁
護
・
政
治
の
転
換
を
実
現
す
る

運
動
に
全
力
を
挙
げ
よ
う
と
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
小
林
洋
二
全
労

連
議
長
が
来
賓
挨
拶
し
、
「
県

知
事
選
挙
や
地
労
委
裁
判
な

ど
、
愛
労
連
を
は
じ
め
と
す
る

愛
知
の
た
た
か
い
は
、
全
国
を

大
き
く
励
ま
し
て
い
る
。
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

労労
働働
組組
合合
のの
出出
番番
！！

阿
部
精
六
愛
労
連
議
長
は
、

戦
後
最
悪
の
失
業
状
態
が
続
く

中
、
リ
ス
ト
ラ
・
生
活
苦
に
よ

る
中
高
年
の
自
殺
者
が
増
大
。

労
働
者
・
国
民
の
お
か
れ
て
い

る
厳
し
い
状
況
を
述
べ
、
そ
れ

だ
け
に
愛
労
連
へ
の
労
働
相
談

で
も
新
聞
の
調
査
で
も
、
労
働

組
合
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
と
述
べ
、「
愛
労
連
運
動
一
〇

年
を
踏
ま
え
壮
大
な
運
動
の
展

開
を
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

４
つ
の
課
題
で
大
運
動
を

見
崎
事
務
局
長
は
、
二
〇
〇

〇
年
度
運
動
方
針
と
秋
年
末
闘

争
方
針
を
提
案
。
結
成
一
〇
年

の
財
産
を
踏
ま
え
、
「
す
べ
て

の
労
働
者
・
労
働
組
合
と
の
対

話
と
共
同
」
で
こ
の
秋
、
�
雇

用
・
反
失
業
・
リ
ス
ト
ラ
対
策

闘
争
、
�
介
護
保
険
の
改
善
、

年
金
改
悪
反
対
な
ど
社
会
保
障

闘
争
、
�
憲
法
違
反
の
戦
争
法

の
発
動
阻
止
、
�
補
助
金
カ
ッ

ト
反
対
、
万
博
・
空
港
を
見
直

せ
、
な
ど
県
政
の
民
主
的
転
換

の
四
つ
の
大
運
動
を
展
開
す
る

こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
ま
た

賃
金
闘
争
で
は
、
未
組
織
労
働

者
や
不
安
定
雇
用
労
働
者
を
幅

広
く
結
集
す
る
春
闘
を
め
ざ
す

立
場
か
ら
、
賃
金
の
底
上
げ
・

最
低
保
障
を
よ
り
強
化
し
て
い

く
方
針
を
提
起
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
三
二
名
の
代
議
員

が
、
大
会
方
針
を
豊
に
す
る
立

場
で
発
言
し
、
た
た
か
い
へ
の

決
意
あ
ふ
れ
た
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
争
議
団
紹
介
で
は
、

「
国
鉄
闘
争
を
始
め
、
す
べ
て

の
争
議
の
早
期
解
決
」を
確
認

し
、Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
に
加
盟
し
た
ば

か
り
の
木
村
刃
物
の
仲
間
も
参

加
者
か
ら
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
方
針
、
新
役
員
な
ど
を

決
定
し
終
わ
り
ま
し
た
。

第７７号

九
九
年
度
新
役
員
紹
介

議

長

阿
部

精
六

全
国
一
般

副

議

長

伊
豆
原

直

自
治
労
連

〃

加
藤
瑠
美
子

医
労
連

〃

土
井

照
雄

港
地
区
労

〃

中
川

量
機

国
公

〃

羽
根

克
明

自
治
労
連

〃

堀
川

侑
男

運
輸
一
般

〃

渡
辺

博
子

婦
人
協
（
愛
高
教
）

事
務
局
長

見
崎

徳
弘

愛
高
教

事
務
局
次
長

伊
藤
む
つ
を

建
設
一
般

幹

事

永
井

和
彦

自
治
労
連

〃

青
木

信
一

全
動
労

〃

板
倉

邦
之

年
金
者
組
合

〃

牛
田

正
美

全
印
総
連

〃

太
田

孝
雄

タ
ク
シ
ー
協
議
会

〃

尾
崎

吉
政

東
三
河
労
連

〃

小
野

能
弘

検
数
労
連

〃

河
井

孝
徳

き
ず
な

〃

国
村

忠
文

全
国
一
般

〃

榑
松

佐
一

生
協
労
連

〃

近
藤

啓
志

愛
高
教

〃

杉
江

功

知
多
地
域
労
連

〃

田
上

光
徳

自
治
労
連

〃

田
中

道
代

愛
労
連
職
組

〃

玉
置

重
光

千
種
・
名
東
労
連

〃

仲
野

智

福
保
労

〃

原
田

敏
之

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ

〃

平
田

茂

尾
中
地
区
労
連

〃

堀

勝

名
中
セ
ン
タ
ー

〃

松
原

勝
己

豊
田
・
加
茂
労
連

〃

宮
沢

久
孔

国
公

〃

伊
藤

景
子

婦
人
協
（
自
治
労
連
）

〃

森

雅
子

青
年
協
（
自
治
労
連
）

会
計
監
査

加
藤

栄
治

名
中
セ
ン
タ
ー

〃

牧
野

浩

国
公

〃

山
田
喜
久
雄

銀
産
労

退
任
さ
れ
た
役
員
の
み
な
さ
ん

副
議
長

三
宅
一
光（
自
治
労
連
）、副
議
長

大
橋
路
代（
婦
人
協
・
愛
高
教
）

幹

事

伊
藤
恵
美
子（
建
設
一
般
）、幹
事

杉
本
一
夫（
千
種
・
名
東
労
連
）

会
計
監
査

森
岡
正

雇
用
確
保
・
介
護
拡
充
・
戦
争
法
発
動
阻
止
・
県
政
の
民
主
的
転
換

秋
闘

四
課
題
で

大
運
動
を
�
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１０
月
１８
日
〜
２２
日

８８
自
治
体
訪
問



愛高教
田中代議員

西三河労連
桜井代議員

岡崎額・田労連
粟生代議員

福保労
堀池代議員

運輸一般
森代議員

自治労連
中川代議員

年金者組合
茶屋代議員

建設一般
倉知代議員

名中センター
堀代議員

一宮労連
村瀬代議員

医労連
稲葉代議員

愛知国公
鬼頭代議員

運輸一般
藍原代議員

自治労連
柿内代議員

医労連
加藤代議員

ＪＭＩＵ
大津代議員

（３）

阿阿部部議議長長ああいいささつつ
（（要要旨旨））

１９９９年９月２０日

労
働
組
合
へ
の
期
待
を
背
に
、壮
大
な
運
動
を

戦
後
最
悪
の
失
業
状
態
が

続
く
中
で
迎
え
た
今
日
の
大

会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
た
た

か
い
を
具
体
化
し
、
全
組
合

員
が
参
加
で
き
る
方
針
を
練

り
上
げ
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。い

ま
日
本
の
現
状
は
自
殺

者
が
三
万
一
七
四
三
人
、
労

災
は
八
一
四
四
人
、
交
通
事

故
や
い
じ
め
で
年
間
六
万
人

も
の
人
の
命
が
奪
わ
れ
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
四

〇
代
・
五
〇
代
の
生
活
苦
に

よ
る
自
殺
は
昨
年
の
一
・
七

倍
に
も
な
り
、
リ
ス
ト
ラ
に

よ
る
犠
牲
の
姿
と
言
え
ま

す
。
今
朝
の
朝
日
新
聞
に
よ

れ
ば
、
組
合
の
役
割
に
四
九

％
が
期
待
す
る
、三
四
・
六
％

の
期
待
し
な
い
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。
厳
し
い
社

会
状
況
の
中
で
労
働
組
合
に

対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

大
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
、
中

小
企
業
へ
の
し
わ
寄
せ
は
深

刻
で
す
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
木
村
刃

物
で
は
、
名
古
屋
工
場
の
閉

鎖
で
全
員
解
雇
。
背
景
資
本

の
銀
行
は
優
先
的
に
債
権
を

回
収
し
、
そ
の
結
果
、
労
働

者
の
退
職
金
は
三
分
の
一
に

値
切
ら
れ
ま
し
た
。
た
ま
り

か
ね
て
「
連
合
」
の
組
合
を

脱
退
し
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
に
加
盟

し
て
た
た
か
い
を
始
め
ま
し

た
。
県
や
基
準
局
は
「
労
使

の
合
意
が
あ
る
以
上
し
か
た

が
な
い
」
と
い
っ
て
い
ま
す

が
、
社
会
的
に
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。

二
つ
目
は
参
議
院
選
挙
、

県
知
事
選
挙
、
一
斉
地
方
選

挙
な
ど
、民
主
的
な
県
政
・
国

政
へ
の
転
換
の
流
れ
が
太
く

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
の
た
た
か
い
の
中
で
、
補

助
金
カ
ッ
ト
の
縮
小
や
万
博

会
場
の
見
直
し
、
藤
前
干
潟

埋
め
立
て
断
念
な
ど
、
県
民

要
求
を
前
進
さ
せ
ま
し
た
。

一
〇
年
目
を
節
目
に
、
築

き
上
げ
た
愛
労
連
の
財
産
を

全
体
に
広
げ
、
壮
大
な
運
動

に
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

１１００
万万
人人
愛愛
労労
連連
のの
早早
期期
達達
成成
をを
�

若
い
人
は
、
一
〇
年
後
の
夢

が
描
け
な
い
状
況
に
あ
る
が
、

自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
に
多
く
の

若
者
が
い
っ
て
い
る
の
も
現
状

だ
。
こ
う
ゆ
う
青
年
の
問
題
を

組
合
の
中
で
見
つ
め
直
す
必
要

が
あ
る
。

組
織
拡
大
は
、
下
り
の
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
を
昇
る
た
た
か
い

だ
。
多
忙
の
中
で
拡
大
を
後
回

し
に
し
が
ち
だ
が
、
情
勢
学
習

会
を
す
る
と
「
増
や
さ
ん
と
い

か
ん
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

拡
大
す
る
方
も
さ
れ
る
方
も
壮

大
な
思
想
闘
争
だ
が
、
増
え
る

こ
と
が
、
喜
び
と
な
る
よ
う
な

活
動
に
し
よ
う
。

地
域
か
ら
見
た
克
服
す
べ
き

組
織
課
題
を
述
べ
た
い
。
愛
労

連
運
動
で
は
、
単
産
・
地
域
は

対
等
と
い
う
が
理
念
が
あ
る

が
、
現
実
は
金
も
人
も
単
産
中

心
。
西
三
南
労
連
は
八
〇
〇
人

の
組
織
だ
が
、
全
部
地
域
結
集

を
す
れ
ば
、
四
〇
〇
〇
名
に
な

る
は
ず
。

「
連
合
」
含
め
て
多
く
の
組

合
へ
の
対
話
と
共
同
が
大
切
だ

が
、
身
近
な
仲
間
が
結
集
し
切

れ
て
い
な
い
現
実
は
深
刻
だ
。

理
由
は
様
々
あ
る
が
、
単
産
と

し
て
な
ぜ
地
域
に
結
集
で
き
な

い
か
を
良
く
つ
か
ん
で
、
ど
ん

な
活
動
だ
っ
た
ら
可
能
か
調
査

し
、
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

地
域
の
駆
け
込
み
寺
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
組
織

強
化
の
努
力
を
お
願
い
し
た

い
。西

三
河
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
三

月
二
〇
・
二
一
日
、
七
カ
所
で

労
働
相
談
を
取
り
組
ん
だ
。
そ

の
総
括
を
踏
ま
え
、
ブ
ロ
ッ
ク

の
総
会
で
は
、
事
務
所
・
専
従

体
制
を
決
め
、
日
常
的
に
相
談

活
動
を
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
十
二
月
か
ら
事
務
所
を
開

き
、
労
働
相
談
日
を
設
定
し
、

地
域
で
の
未
組
織
の
組
織
化
を

含
め
、
労
働
者
の
駆
け
込
み
寺

を
め
ざ
す
。

ト
ヨ
タ
総
行
動
は
、
運
動
の

規
模
と
課
題
が
大
き
く
な
り
、

地
域
だ
け
で
は
た
た
か
い
き
れ

な
い
。
ト
ヨ
タ
を
震
撼
と
さ
せ

る
運
動
を
ど
う
つ
く
る
か
議
論

中
だ
が
、
愛
労
連
と
し
て
も
重

点
を
置
き
、
ト
ヨ
タ
問
題
を
ど

う
す
る
の
か
、
具
体
化
を
図
っ

て
欲
し
い
。

若
い
人
が
集
う
場
が
な
い
。

悩
み
聞
を
抱
え
た
ま
ま
職
場
を

辞
め
て
い
く
人
も
多
い
。
組
合

活
動
は
、
「
忙
し
い
ば
っ
か
り

で
イ
ヤ
だ
」
と
い
う
人
が
い
る

中
、
人
と
人
と
の
関
係
を
作
る

場
と
し
て
青
年
部
結
成
を
め
ざ

し
て
き
た
。
そ
し
て
、
リ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
や
り
た

い
こ
と
が
や
れ
る
場
。
学
習

し
、
組
合
活
動
を
担
う
場
に
し

た
い
。
み
ん
な
が
集
ま
り
、
元

気
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
運
動

を
す
す
め
て
き
た
。
行
事
に
は

未
組
織
の
人
も
参
加
し
、
組
合

に
加
入
す
る
人
も
で
て
き
て
い

る
。執

行
委
員
会
に
も
支
え
て
も

ら
っ
て
い
る
。
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
、
「
組
合

っ
て
い
い
な
」
と
言
え
る
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

運
賃
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
、
高
速

道
路
の
値
上
げ
、
消
費
税
の
増

税
な
ど
の
政
府
・
大
企
業
の
悪

政
の
も
と
、
中
小
企
業
は
、
経

営
危
機
を
労
働
者
に
転
嫁
し
、

乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。
企

業
内
組
合
の
運
動
で
は
も
う
限

界
。
対
政
府
要
求
な
ど
で
事
業

所
訪
問
を
す
る
と
、
ず
い
ぶ
ん

話
を
聞
い
て
く
れ
る
ま
で
に
変

化
し
て
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
や
石
油

基
地
で
、
ビ
ラ
ま
き
・
組
織
相

談
を
や
っ
て
き
た
。
こ
の
結

果
、
セ
イ
リ
ョ
ウ
ラ
イ
ン
、
常

滑
重
機
、
共
同
興
産
が
組
合
結

成
。
九
月
七
日
、
十
一
日
に
も

ク
レ
ー
ン
関
係
の
組
合
が
結
成

さ
れ
る
。
未
組
織
労
働
者
を
結

集
し
な
け
れ
ば
、
自
分
た
ち
の

要
求
は
実
現
で
き
な
い
。
こ
れ

か
ら
も
組
織
化
に
む
け
が
ん
ば

っ
て
い
く
。

要要
求求
実実
現現
のの
要要
はは
組組
織織
拡拡
大大
・・
強強
化化
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愛 労 連

大大
会会
発発
言言
者者
（（
３３２２
名名
））

倉
知
代
議
員
／
建
設
一
般
、
柿
内
代
議
員
／
自
治
労
連
、

堀
池
代
議
員
／
福
保
労
、
桜
井
代
議
員
／
西
三
南
労
連
、
粟

生
代
議
員
／
岡
崎
・
額
田
労
連
、
武
藤
代
議
員
／
中
セ
ン
タ

ー
、
勅
使
河
原
代
議
員
／
全
動
労
、
近
藤
代
議
員
／
映
産

労
、
黒
島
代
議
員
／
全
国
一
般
、
加
藤
代
議
員
／
医
労
連
、

田
村
代
議
員
／
建
設
一
般
、
川
添
代
議
員
／
愛
知
国
公
、
大

津
代
議
員
／
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
、
福
田
代
議
員
／
自
治
労
連
、
吉
原

代
議
員
／
自
治
労
連
、
原
田
代
議
員
／
東
三
河
労
連
、
横
山

特
別
代
議
員
／
婦
人
協
、
原
田
代
議
員
／
東
三
河
労
連
、
二

村
代
議
員
／
愛
高
教
、
中
川
代
議
員
／
自
治
労
連
、
茶
屋
代

議
員
／
年
金
者
組
合
、
鬼
頭
代
議
員
／
愛
知
国
公
、
稲
葉
代

議
員
／
医
労
連
、
駒
田
代
議
員
／
年
金
者
組
合
、
森
代
議
員

／
運
輸
一
般
、
堀
代
議
員
／
名
中
セ
ン
タ
ー
、
田
中
代
議
員

／
愛
高
教
、
長
尾
代
議
員
／
福
保
労
、
村
瀬
代
議
員
／
一
宮

労
連
、
藍
原
代
議
員
／
運
輸
一
般
、
佐
藤
代
議
員
／
全
動

労
、
赤
塚
代
議
員
／
尾
中
労
連
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先
の
通
常
国
会
で
は
、
悪
法

が
次
々
に
通
さ
れ
、
一
見
や
ら

れ
っ
ぱ
な
し
に
見
え
が
ち
だ

が
、
地
域
は
激
変
し
て
い
る
。

知
事
選
挙
や
一
斉
地
方
選
挙
で

そ
の
姿
が
よ
く
見
え
た
。
革
新

つ
ぶ
し
の
力
が
崩
壊
し
、
「
戦

後
第
二
の
革
新
自
治
体
建
設
の

到
来
期
を
迎
え
た
」
と
言
わ
れ

て
い
る
。
名
古
屋
市
議
会
で
も

自
民
党
議
市
議
団
が
、
「
地
域

経
済
を
つ
ぶ
す
な
」
の
意
見
書

を
出
し
た
し
、
市
医
師
会
長
が

「
乳
児
医
療
の
拡
大
」
を
陳
情

し
た
。
自
民
党
を
支
え
る
層
も

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

地
域
で
矛
盾
を
い
っ
そ
う
深

め
て
い
る
介
護
保
険
は
、
三
八

〇
〇
億
円
の
負
担
増
を
検
討
し

は
じ
め
、
自
民
党
が
譲
歩
し
始

め
て
い
る
。
介
護
の
学
習
会
を

や
れ
ば
、
一
〇
〇
％
成
功
す
る

程
だ
。
介
護
問
題
は
自
民
党
政

治
の
弁
慶
の
泣
き
ど
こ
ろ
。
大

い
に
攻
め
て
い
こ
う
。

い
ま
人
が
集
ま
る
の
は
介
護

保
険
。
私
の
住
む
地
域
で
、
区

長
が
呼
び
か
け
て
勉
強
会
を
や

っ
た
ら
九
〇
人
も
集
ま
っ
た
。

年
金
者
組
合
も
地
域
で
学
習
会

や
っ
て
い
る
が
、
い
つ
も
予
想

に
反
し
て
た
く
さ
ん
の
人
が
集

ま
り
大
成
功
。
改
善
運
動
を
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
世
論
を
大
き
く

変
え
る
チ
ャ
ン
ス
だ
。

年
金
は
二
〇
年
間
で
徐
々
に

改
悪
さ
れ
、
こ
ん
ど
の
五
％
カ

ッ
ト
で
支
給
額
が
三
〇
％
カ
ッ

ト
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

社
会
保
障
の
現
在
・
将
来
不

安
は
、
国
民
の
中
に
み
な
ぎ
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
医
療
・
年
金

・
介
護
の
財
源
を
消
費
税
増
税

で
求
め
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
正
念
場
に
な
る
こ
の
運

動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
貢
献

し
た
い
。

東
京
・
大
阪
に
つ
づ
き
今
年

三
月
、
リ
ス
ト
ラ
対
策
と
身
を

守
る
た
め
の
ゼ
ネ
コ
ン
労
働
者

の
中
部
連
絡
会
を
つ
く
っ
た
。

大
手
八
〇
社
は
二
年
で
二
万
人

の
人
減
ら
し
を
や
っ
た
。
各
社

は
希
望
退
職
・
出
向
・
嫌
が
ら

せ
・
配
転
な
ど
、
な
り
ふ
り
か

ま
わ
ず
、
人
減
ら
し
を
や
っ
て

き
た
。
そ
の
中
で
、
た
た
か
う

労
働
者
も
増
え
て
き
て
い
る
。

職
場
で
の
リ
ス
ト
ラ
に
対
し

て
、
人
権
と
権
利
を
守
っ
て
た

た
か
っ
て
い
く
。

政
府
は
ア
メ
リ
カ
の
言
う
ま

ま
に
、
金
融
ビ
ッ
ク
バ
ン
で
、

金
融
業
界
を
再
編
成
し
、
そ
の

ツ
ケ
を
中
小
企
業
や
国
民
に
回

す
一
方
、
銀
行
が
作
っ
た
借
金

を
税
金
で
六
十
兆
円
も
保
障
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
一
年
、
四
大
証
券
は
、

倒
産
、
吸
収
・
合
併
な
ど
編
成

さ
れ
、
中
小
の
証
券
は
自
主
廃

業
や
倒
産
に
追
い
込
ま
れ
、
労

働
者
の
職
場
が
奪
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、強
制
的
解
雇
、再
雇

用
で
の
賃
金
ダ
ウ
ン
な
ど
も
お

こ
り
、
各
地
で
た
た
か
い
が
始

ま
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
・
財

界
本
位
の
政
治
を
や
め
さ
せ
る

た
め
、
金
融
労
働
者
の
立
場
か

ら
、
大
同
団
結
し
て
署
名
行
動

な
ど
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

おお
もも
いい
きき
りり
対対
話話
とと
共共
同同
をを
広広
げげ
よよ
うう

情情
勢勢
はは
大大
きき
くく
変変
化化
！！

幹事会総括答弁

見崎事務局長

討論では、戦後最悪

の不況が続く中、低額回答、

労働条件の切り下げ、人員削減な

ど、春闘では苦しいたたかいを強いら

れたが、職場内外での対話と共同を広げる

中、運動を前進させた貴重な取り組みが報

告されました。また、逃げ場がない厳しい

実態が労働者の決意を促し、泣き寝入りを

せず労働組合を結成し、たたかう仲間が増

えているとの発言もありました。情勢は激

変。大胆に「共同」を広げれば、要求

前進のチャンスがある。

たたかう決意のこもった大

会となりました。

第７７号

来
春
闘
に
向
け
て
、
春
闘
ア

ン
ケ
ー
ト
の
指
示
が
出
て
い

る
。
方
針
案
で
は
地
域
や
未
組

織
に
大
き
く
打
っ
て
で
な
い

と
、
個
別
職
場
で
の
た
た
か
い

だ
け
で
は
、
も
う
情
勢
は
切
り

開
い
て
い
け
な
い
と
提
案
さ
れ

て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
、
議
論
が

必
要
。

二
年
前
に
も
「
総
対
話
と
共

同
」
の
運
動
が
提
起
さ
れ
た
が

十
分
な
総
括
が
さ
れ
て
い
な

い
。方

針
に
見
合
っ
た
議
論
を

し
、
具
体
化
を
図
っ
て
欲
し

い
。春

闘
で
交
渉
し
て
い
て
壁
に

ぶ
つ
か
る
。
賃
上
げ
は
定
昇
の

み
、
人
員
削
減
な
ど
逆
提
案
が

さ
れ
、
壁
を
突
破
す
る
の
は
本

当
に
難
し
い
。
人
勧
の
影
響
も

み
ら
れ
、
秋
の
一
時
金
闘
争
も

困
難
を
強
い
ら
れ
そ
う
。
こ
の

秋
の
、
職
場
の
運
動
と
あ
わ
せ

て
、
大
き
な
流
れ
つ
く
る
運
動

の
結
合
が
必
要
。
職
場
の
思
い

は
二
分
さ
れ
て
い
る
が
、
断
固

と
し
て
た
た
か
う
方
針
を
提
起

し
た
時
は
要
求
が
前
進
し
た
。

職
場
の
要
求
と
雇
用
・
リ
ス
ト

ラ
運
動
を
ど
う
連
携
さ
せ
る
の

か
、
充
分
な
議
論
を
。
対
県
要

求
で
は
、
職
場
の
実
態
と
か
み

合
わ
せ
た
交
渉
、
要
求
の
提

出
、
署
名
の
取
り
方
な
ど
工
夫

を
。
職
場
か
ら
意
思
統
一
を
し

て
運
動
を
作
っ
て
い
こ
う
。

人
勧
で
は
、
地
域
調
整
手
当

の
改
悪
を
見
送
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。
し
か
し
、
史
上
初
め

て
賃
金
が
前
年
ベ
ー
ス
を
下
回

っ
た
最
悪
の
勧
告
が
で
た
。
こ

の
結
果
は
、
九
九
春
闘
が
史
上

最
悪
の
結
果
に
終
わ
っ
た
こ

と
、
労
働
法
制
改
悪
に
み
ら
れ

る
働
く
ル
ー
ル
破
壊
の
進
行
、

リ
ス
ト
ラ
・
合
理
化
、
雇
用
の

深
刻
化
の
も
と
で
、
民
間
の
職

場
実
態
に
否
応
な
く
、
影
響
さ

れ
て
い
る
こ
と
だ
。
改
め
て
賃

金
闘
争
は
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
た
た
か
う
う
こ
と
が
必
要
だ

と
確
認
し
た
い
。
政
府
や
人
事

院
に
対
す
る
た
た
か
い
い
も
重

要
。今

の
政
治
体
制
で
は
展
望
が

も
て
な
い
。
政
治
変
革
を
め
ざ

そ
う
。

運
輸
・
鉄
道
一
般
と
建
設
一

般
が
組
織
合
同
し
「
建
交
労
」

に
な
っ
た
。
将
来
一
〇
万
組
織

に
な
る
よ
う
頑
張
る
。

井
住
運
輸
支
部
は
、
希
望
退

職
、
一
時
金
ゼ
ロ
、
協
定
・
協

約
破
棄
な
ど
、
い
ま
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
厳
し
い
た
た

か
い
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
し

か
し
集
会
や
交
渉
で
の
愛
労
連

の
仲
間
の
支
援
の
お
か
げ
で
、

つ
い
に
三
月
末
、
協
定
・
協
約

破
棄
の
撤
回
を
勝
ち
取
っ
た
。

こ
の
中
で
企
業
内
だ
け
の
た
た

か
い
で
は
ダ
メ
で
、
共
同
を
広

げ
た
た
た
か
い
が
重
要
だ
と
認

識
し
た
。
争
議
で
は
、
組
合
が

政
策
を
持
ち
、
親
会
社
や
背
景

資
本
を
攻
め
て
い
く
べ
き
だ
と

痛
感
し
た
。

愛
労
連
の
四
課
題
と
合
わ
せ

て
賃
金
確
定
闘
争
、
組
織
拡
大

の
六
つ
の
課
題
で
秋
の
運
動
を

す
す
め
て
い
る
。
い
ま
単
組
回

り
を
し
て
い
る
が
、
県
の
賃
金

カ
ッ
ト
は
、
市
町
村
へ
も
影
響

を
与
え
た
。
人
勧
の
マ
イ
ナ
ス

勧
告
は
多
く
の
組
合
に
、
あ
き

ら
め
や
情
勢
だ
か
ら
仕
方
が
な

い
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
て
い

る
。
こ
の
気
持
ち
を
怒
り
に
変

え
る
運
動
に
し
て
い
き
た
い
。

確
定
闘
争
で
は
家
族
ぐ
る
み
の

秋
の
署
名
を
提
起
し
て
い
る
。

９
・
１４
県
庁
包
囲
行
動
も
二
〇

〇
〇
人
規
模
で
成
功
さ
せ
た

い
。
共
同
す
る
会
や
県
関
係
五

団
体
に
も
呼
び
か
け
て
い
る

が
、
「
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と

い
う
予
想
を
上
回
っ
た
回
答
も

あ
る
。
こ
の
集
会
を
秋
の
運
動

の
弾
み
に
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
間
の
た
た
か
い
で
月
八

日
以
内
の
夜
勤
協
定
化
の
運
動

で
は
、
幹
部
が
看
護
婦
の
悩
み

も
聞
き
な
が
ら
取
り
組
み
を
す

す
め
大
き
な
運
動
に
し
て
き

た
。医

療
の
職
場
で
お
こ
っ
て
い

る
検
査
業
務
の
民
間
委
託
化
も

こ
の
間
取
り
組
ん
で
き
た
国
立

病
院
の
独
立
法
人
化
反
対
の
運

動
で
も
職
場
か
ら
地
域
に
出
る

重
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

政
府
が
す
す
め
よ
う
と
し
て
い

る
医
療
・
福
祉
の
改
悪
も
、
地

域
を
主
戦
場
に
ど
う
い
う
運
動

を
作
る
の
か
が
課
題
。

「
産
業
再
生
法
」
は
国
が
大

企
業
の
リ
ス
ト
ラ
を
促
進
す
る

た
め
の
法
律
だ
が
、
こ
の
法
律

を
先
取
り
し
て
Ｎ
Ｃ
Ｒ
や
Ｉ
Ｂ

Ｍ
で
は
、
分
社
化
や
子
会
社
化

を
し
て
労
働
者
を
リ
ス
ト
ラ
し

て
い
る
。
Ｎ
Ｃ
Ｒ
で
は
配
転
を

拒
否
を
し
た
組
合
員
を
一
部
屋

に
押
し
込
め
、
仕
事
を
取
り
上

げ
て
い
る
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
で
は
、

対
策
委
員
会
を
作
っ
て
た
た
か

か
っ
て
い
る
。

木
村
刃
物
は
、
突
然
の
工
場

閉
鎖
に
よ
り
全
員
解
雇
。
退
職

金
は
、
三
分
の
一
に
カ
ッ
ト
さ

れ
六
〇
回
払
い
。
「
連
合
」
は

闘
わ
な
い
の
で
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
へ
加

入
し
て
き
た
。
背
景
資
本
の
富

士
銀
行
攻
め
を
や
っ
て
い
る
。

必
ず
勝
利
し
て
い
く
。
愛
労
連

の
支
援
も
よ
ろ
し
く
。

攻攻
勢勢
的的
にに
たた
たた
かか
ええ
ばば
要要
求求
はは
前前
進進

（２）

厳厳
しし
いい
賃賃
金金
・・
雇雇
用用
状状
況況
だだ
がが

大
会
で
は
三
二
名
の
代
議

員
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。
一

日
大
会
な
の
で
、
堀
り
さ
げ

た
議
論
が
で
き
な
い
と
注
文

が
で
た
。
よ
り
深
い
情
勢
分

析
と
意
思
統
一
を
し
て
い
く

た
め
に
、
今
後
様
々
な
機
会

を
保
障
す
る
こ
と
を
確
認
し

て
お
く
。

代
議
員
は
基
本
的
に
原
案

賛
成
の
立
場
で
、
方
針
を
補

強
す
る
発
言
だ
っ
た
。
幹
事

会
と
し
て
今
後
の
運
動
に
生

か
し
て
い

く
。第

一
に
、

情
勢
は
大
き

く
変
化
し
て

お
り
、
こ
の

情
勢
を
攻
勢

的
に
た
た
か

え
ば
、
職
場

や
地
域
を
変

え
る
チ
ャ
ン

ス
が
大
き
く

広
が
っ
て
い

る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ

た
。
ゆ
る
や

か
と
は
い

え
、
今
ま
で

考
え
ら
れ
な

か
っ
た
県
議

会
で
の
戦
争

法
や
年
金
で

の
意
見
書
の

採
択
の
状

況
、
名
古
屋
市
議
会
で
の
自

民
党
議
員
の
「
こ
れ
以
上
地

域
経
済
を
つ
ぶ
す
な
」
と
い

う
発
言
、
介
護
で
地
域
集
会

を
開
け
ば
、
予
想
に
反
し
て

大
勢
の
人
が
参
加
す
る
実
態

な
ど
、
住
民
と
共
同
す
れ

ば
、
地
域
を
大
き
く
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
確
信

に
満
ち
た
発
言
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン

で
銀
行
・
証
券
の
激
変
、
Ｉ

Ｂ
Ｍ
や
Ｎ
Ｃ
Ｒ
な
ど
大
企
業

の
リ
ス
ト
ラ
の
と
の
た
た
か

い
、
木
村
刃
物
や
愛
知
筏
の

企
業
倒
産
と
の
た
た
か
い
、

ゼ
ネ
コ
ン
職
場
で
の
労
働
者

連
絡
会
の
結
成
な
ど
、
厳
し

い
職
場
実
態
だ
が
、
労
働
者

の
た
た
か
い
の
広
が
り
が
あ

る
こ
と
も
様
々
発
言
さ
れ

た
。単

産
・
地
域
か
ら
の
要
望

も
あ
っ
た
。
地
域
労
連
に
組

合
が
結
集
す
る
た
め
の
可
能

な
手
だ
て
を
う
つ
こ
と
。
決

め
た
方
針
を

実
践
す
る
た

め
の
幹
事
会

・
事
務
局
と

し
て
の
努
力

に
つ
い
て
。

ト
ヨ
タ
問
題

に
つ
い
て
は

地
域
労
連
ま

か
せ
に
せ

ず
、
愛
労
連

と
し
て
の
位

置
づ
け
を
す

べ
き
と
の
要

望
は
、
職
安

で
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
な

ど
愛
労
連
と

し
て
位
置
づ

け
る
な
ど
努

力
し
て
い

く
。そ
の
他
、

様
々
な
組
合

か
ら
の
要
求

闘
争
の
決
意
が
あ
っ
た
。

秋
年
末
闘
争
で
の
雇
用
・

失
業
、
介
護
・
年
金
は
、
そ

れ
ぞ
れ
対
策
委
員
会
で
具
体

化
を
す
る
。
戦
争
法
は
共
闘

団
体
を
軸
に
運
動
を
す
す
め

る
。愛

労
連
結
成
一
〇
年
を
機

に
更
な
る
飛
躍
に
向
け
て
一

層
が
ん
ば
り
合
お
う
。

〈
争
議
団
紹
介
〉

代代
議議
員員
発発
言言
要要
旨旨



●●組合員が切実な要求や思いを出し合えるように
職場や地域での学習と討論をしよう。
●●宣伝行動や署名行動に積極的に取り組もう。
●●自治体訪問・要請・意見書採択などの運動に取り組もう。

１０月１８日～２２日の介護を中心と
する自治体キャラバンに単産・
地域から積極的に参加しよう。
●●単産は地域結集し、すべての労
働組合へ訪問し、共同の呼びか
けを広げましょう。

職職場場・・地地域域かからら
総総対対話話とと共共同同をを

１１
・
１７
愛
知
総
行
動
―
地
域
の
世
論
を
変
え
よ
う

１９９９年９月２０日

米
軍
に
よ
る
民
間
空
港
の
使

用
、
小
牧
基
地
や
高
蔵
寺
弾
薬

庫
の
強
化
な
ど
、
危
険
な
動
き

が
目
立
ち
ま
す
。
戦
争
法
を
発

動
さ
せ
な
い
職
場
・
地
域
か
ら

の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

第第
４４

戦戦
争争
法法
発発
動動
をを
許許
ささ
なな
いい

１１
・
２１
小
牧
基
地
包
囲
行
動
の
成
功
を

愛 労 連

来
年
四
月
か
ら
介

護
保
険
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
い
ま
「
本

当
に
安
心
し
て
介
護

が
受
け
ら
れ
る
の
だ

ろ
う
か
」
、
不
安
と

危
惧
が
市
町
村
や
県

民
・
利
用
者
・
福
祉

関
係
者
か
ら
大
き
く

広
が
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
を
「
保

険
あ
っ
て
介
護
な
し
」

に
し
な
い
た
め
に
、

圧
倒
的
に
不
足
し
て

い
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
や
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
基
盤
を
早

急
に
す
す
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
四
〇
才
か
ら
強
制

的
に
徴
収
さ
れ
る
保
険
料
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
ら
払
う

一
〇
％
の
利
用
料
は
、
所
得
の

低
い
人
へ
の「
減
免
制
度
」や
利

用
料
負
担
へ
の「
助
成
制
度
」の

創
設
が
必
要
で
す
。
介
護
保
険

で「
自
立
」と
認
定
さ
れ
た
人
に

対
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
生
活
を

援
助
す
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
介

護
手
当
の
引
き
上
げ
な
ど
高
齢

者
・
障
害
者
を
対
象
と
し
た
福

祉
制
度
の
充
実
な
ど
も
必
要
で

す
。
一
〇
月
か
ら
認
定
作
業
が

始
ま
り
ま
す
。
安
心
で
き
る
介

護
保
障
の
確
立
に
む
け
て
こ
の

秋
の
運
動
が
焦
点
で
す
。

ま
た
、
年
金
支
給
開
始
年
齢

の
六
五
才
切
り
下
げ
・
賃
金
ス

ラ
イ
ド
の
廃
止
や
給
付
水
準
を

五
％
切
り
下
げ
る
年
金
改
悪
法

も
秋
の
臨
時
国
会
や
通
常
国
会

で
本
格
的
議
論
に
な
り
ま
す
。

社
会
保
障
の
改
悪
を
許
さ

ず
、
充
実
の
運
動
を
す
す
め
ま

し
ょ
う
。

○
国
に
対
す
る
年
金
・
介
護
の

署
名
を
家
族
に
も
広
げ
、一
人
、

五
筆
の
署
名
を
集
め
ま
し
ょ
う
。

○
組
合
や
地
域
で
の
介
護
や
年

金
の
学
習
会
に
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

○
市
町
村
に
対
し
て
、
介
護
保

障
拡
充
の
運
動
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

〈９９秋年末闘争 とりくみ行事と日程〉

愛
知
県
は
ゼ
ネ
コ
ン
・
大
企

業
本
位
の
開
発
行
政
が
招
い
た

「
財
政
赤
字
」
の
ツ
ケ
を
、
万

博
・
新
空
港
は
そ
の
ま
ま
に

し
、
私
学
助
成
や
福
祉
・
医
療

な
ど
、
県
民
の
い
の
ち
や
暮
ら

し
に
か
か
わ
る
分
野
で
の
補
助

金
カ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
県
職
員

の
賃
金
カ
ッ
ト
、
人
員
削
減
で

乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

９９
年
度
予
算
で
は
、
私
た
ち

の
攻
勢
的
な
運
動
と
世
論
で
、

一
定
削
減
幅
を
縮
小
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
す
で
に
、

来
年
度
予
算
で
の
高
齢
者
・
障

害
者
・
乳
幼
児
を
対
象
に
し
た

福
祉
医
療
制
度
や
介
護
手
当
な

ど
の
福
祉
制
度
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
補
助
金
カ
ッ
ト
の
動
き

が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
労
委
民
主
化
闘
争

で
は
、
五
月
十
二
日
に
名
古
屋

地
裁
で
「
県
は
労
働
者
・
労
働

組
合
に
支
持
さ
れ
る
よ
う
な
合

理
的
な
選
任
方
法
を
検
討
す
る

よ
う
望
む
」
と
改
善
を
求
め
る

画
期
的
な
判
決
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
十
二
月
に
は
、
い
よ

い
よ
第
三
十
五
期
の
労
働
者
委

員
の
選
任
が
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。秋

年
末
闘
争
で
は
、
県
民
が

主
人
公
の
民
主
的
な
県
政
へ
の

転
換
に
向
け
て
運
動
を
す
す
め

ま
し
ょ
う
。

○
補
助
金
カ
ッ
ト
反
対
、
県

民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る

運
動
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

補
助
金
カ
ッ
ト
反
対
要
求
署

名
を
十
二
月
〜
一
月
議
会
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○
十
二
月
の
第
三
五
期
労
働
者

委
員
の
公
正
な
選
任
を
求
め
る

一
〇
万
人
署
名
を
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

第第
２２

介介
護護
保保
険険
拡拡
充充
・・
年年
金金
改改
悪悪
反反
対対

地
域
要
求
持
ち
よ
り
自
治
体
へ
の
運
動
を

第第
３３

補補
助助
金金
カカ
ッッ
トト
反反
対対
万万
博博
空空
港港

ここ
そそ
見見
直直
せせ

県
政
の
民
主
的
転
換
を

第７７号

すす
べべ
てて
のの
労労
働働
組組
合合
とと
のの
共共
同同
でで

（４）

第第
１１

雇雇
用用
拡拡
大大
・・
反反
失失
業業
・・
リリ
スス
トト
ララ
反反
対対

工
業
出
荷
額
全
国
一
の
愛
知

で
も
、
最
近
の
落
ち
込
み
は
急

激
で
す
。
不
況
に
よ
る
中
小
企

業
の
経
営
難
や
倒
産
で
、
雇
用

・
失
業
状
況
は
深
刻
に
な
っ
て

い
ま
す
。
愛
知
県
の
求
人
倍
率

は
〇
・
五
四
％
に
落
ち
込
み
、

世
界
の
ト
ヨ
タ
の
所
在
地
、
豊

田
市
で
も
失
業
者
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
来
年
就
職
予
定

の
高
校
生
の
求
人
数
は
、
昨
年

の
四
二
％
で
高
校
生
の
就
職
も

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

急
激
に
増
え
て
い
る
愛
労
連

の
労
働
相
談
で
、
「
解
雇
」

「
パ
ー
ト
の
雇
い
止
め
」
「
賃

金
不
払
い
」
「
労
働
条
件
の
一

方
的
切
り
下
げ
」
な
ど
労
働
者

の
悲
痛
な
叫
び
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
・
木

村
刃
物
の
企
業
閉
鎖
、
日
本
Ｉ

Ｂ
Ｍ
や
Ｎ
Ｃ
Ｒ
の
よ
う
な
分
社

化
や
、
子
会
社
化
な
ど
で
、
労

働
者
は
整
理
解
雇
を
は
じ
め
、

出
向
・
配
転
・
希
望
退
職
な
ど

の
人
権
無
視
の
攻
撃
が
か
け
ら

れ
て
き
て
い
ま
す
。
解
雇
規
制

法
の
制
定
や
企
業
に
整
理
解
雇

の
４
要
件
を
守
ら
せ
る
な
ど
財

界
・
大
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
・
人

減
ら
し
の
横
暴
を
許
さ
な
い
世

論
と
運
動
を
地
域
か
ら
大
き
く

広
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
政
府
が
緊
急
雇
用
対

策
と
し
て
「
三
〇
万
公
的
就
労

事
業
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

愛
労
連
は
、
県
に
失
業
者
や

働
き
た
い
人
の
生
活
を
守
る
た

め
の
有
効
な
制
度
と
な
る
よ
う

申
し
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

職
場
や
地
域
で
労
働
時
間
短

縮
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
規
制
な

ど
働
く
ル
ー
ル
を
守
ら
せ
る
運

動
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

全
国
網
の
目
キ
ャ
ラ
バ
ン

―
―
―
―
↓
↑
―

パ
ー
ト
月
間

―
―
↓

―

国
鉄
闘
争
勝
利
を
め
ざ
す
秋
の
大
行
動

―
↓

↑
―
―
―
―
―
―

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
推
進
月
間

―
―
―
―
―
―
―
↓

↑
―
―
―
―
―
―

秋
の
組
織
拡
大
月
間

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
↓

愛労連・民主団体などの日程

１日 国鉄「１の日」行動
２日 高齢期保障を充実させる愛知県民のつどい（愛知県勤労会館・講堂）
９日 単産・地域代表者会議（労働会館本館）
１６～１７日 第４回愛労連・自治労連機関紙学校
１６日 国鉄闘争勝利、雇用と権利集会（仮称）（名古屋市教育センター）
１７日 はたらく女性の愛知県集会
１７日 第１０回あいち食糧メーデー
１８～２２日 自治体キャラバン（介護中心）
２１日 安保破棄１０・２１全国統一行動（久屋広場）
２８日 全県・全駅での一斉宣伝行動
２９～３１日 ９９年日本平和大会（岩国）
下旬 愛労連社会保障学校（予定）

１日 国鉄「１の日」行動
１３日 １０周年記念・コンサート（中区役所ホール） レセプション（名鉄グランドホテル）
１７日 第１次全国統一行動
１７日 １１・１７愛知総行動
２３日 第５回パート労働者交流集会（本山・生協文化会館）
２６日 第２次全国統一行動
２７～２８日 愛労連・労働安全衛生学校（交流集会も合わせて）
２７～２８日 労働組合講座

４～５日 県春闘共闘・愛労連２０００年春闘討論集会 （三河ハイツ）

１０月

１１月

１２月

対話と共同を広げ
四課題を 実現しよう

愛愛労労連連はは、、公公務務員員のの賃賃金金確確定定
闘闘争争とと一一時時金金闘闘争争

をを結結合合ししななががらら、、ここのの秋秋、、緊緊
急急にに取取りり組組むむべべきき四四

つつのの課課題題でで運運動動をを広広げげまますす。。

地地域域でで介介護護学学習習会会ををややれればば
１１００００％％成成功功とといいわわれれ

るるよよううにに、、私私たたちちがが、、県県民民やや
労労働働者者とと一一致致すするる要要

求求でで共共同同をを広広げげれればば、、要要求求実実
現現ののチチャャンンススはは大大きき

くく広広ががりりまますす。。職職場場やや

地地域域でで学学習習をを深深めめ「「共共

同同」」のの運運動動をを前前進進ささせせ

ままししょょうう。。

みんな
の力で

９９９９
秋秋
年年
末末
闘闘
争争


